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き
ょ
う
と

今
年
は
親
鸞
聖
人
が
誕
生
し
て

850
年
、
そ
し
て
浄
土
真
宗
が
開
か
れ
て

800
年
と
な
る
年
を
迎
え
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
で
あ
る
西
本
願
寺
で
は
、
そ
の
節
目
を
記
念
し
て
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

850
年
・
立
教
開

宗
800
年
慶
讃
法
要
」
と
い
う
大
き
な
法
要
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。

お
香
や
地
獄
、お
花
に
雅
楽
、仏
教
に
関
連
す
る
お
話
を
し
て
き
た
け
れ
ど
、つ
い
に
来
ち
ゃ
っ
た
！
そ
う
、京
都
に
！

空
知
南
組
広
報
部
も
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
便
乗
し
、
観
光
客
で
賑
わ
う
京
都
へ
取
材
に
行
っ
て
き
た
。

ご
く
一
部
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
西
本
願
寺
を
中
心
に
お
坊
さ
ん
が
オ
ス
ス
メ
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
し
よ
う
。

書 院 ・ 能 舞 台
書院は対面所と白書院で構成され、桃山時代に発達し
た豪壮華麗な書院造の様式。国宝にも指定されている。
能舞台は南北に二つあり、こちらは「南能舞台」と呼
ばれている。
正面に描かれた松の絵は隠し絵の手法がとられ、縁側
からだと見づらいが対面所の中から見るとハッキリ見
えるから驚いた。
これは上座から良く見えるようにってことなんだって。
原則非公開だが、月に数日公開する日があるのでその
タイミングを狙ってみよう。
もしお寺の住職さんと行くことがあれば、公開日じゃ
なくても見れるかも？
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唐 門
桃山文化を代表する国宝建造物。
約 40 年ぶりに修復され、輝きを取り戻した。
孔雀や獅子など 100 点余りの豪華な彫刻が施されており、日が暮れるのを
忘れて見とれてしまうほどの美しさから、「日暮門」（ひぐらしもん）とも
呼ばれる。

西
本
願
寺
と
周
辺
を
案
内
。

西 本 願 寺
本願寺には「阿弥陀堂」と「御影堂」という二つの本
堂が左右に並んで建っている。どちらも国宝に指定さ
れている。
こちらの御影堂は東西 48 メートル、南北 62 メートル、
高さ 29 メートル。
441 畳もの広さを有しており、外観も内部も迫力満点。
中央に宗祖・親鸞聖人の木造を安置している。



飛 雲 閣
金閣、銀閣とともに京都三名閣のひとつ。
三層からなる楼閣建築で、二層、三層と建物は小さくなり、左右
非対称ながら巧みな調和をもつ名建築として知られている。
全体的に柱が細く、障子の多いことから、空に浮かぶ雲のような
ことからこの名が付けられたと言われている。
こちらも国宝に指定されているが、通常は非公開。



龍 谷 大 学 大 宮 キ ャ ン パ ス
京都市下京区大工町 125-1
075-343-3311
無料。散策自由。( ※要確認 )

京 都 市 水 族 館
京都市下京区観喜寺町 35-1
日により異なるため、HP をご覧ください。
一般 2,400 円 高校生 1,800 円
中学生・小学生 1,200 円 幼児（3 歳以上）800 円
休館日無し

京 都 鉄 道 博 物 館
京都市下京区観喜寺町
10:00 ～ 17:00 ＊入館は 16:30 まで
一般 1,500 円 大学生・高校生 1,300 円
中学生・小学生 500 円 幼児（3 歳以上）200 円
休館日毎週水曜日・年末年始（12/30 ～ 1/1）ほか
※祝日、春休み、夏休みなどは開館

本
願
寺
の
正
面
は
門
前
町
と
呼
ば
れ
、江
戸
時
代
は
本
願
寺
の
境
内
地
で
あ
っ
た
。

お
香
屋
、
和
菓
子
屋
、
仏
具
店
な
ど
多
く
の
老
舗
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

安
土
桃
山
時
代
文
禄
3
年(1594)

創
業
の
薫
玉
堂
の
お
香
「
京
の
せ
せ
ら
ぎ
」

の
香
り
は
最
高
す
ぎ
る
し
、
亀
屋
陸
奥
の
松
風
は
独
特
の
食
感
で
な
ん
だ
か
懐
か

し
い
味
。
石
山
合
戦(1570-1581)

で
兵
糧
だ
っ
た
と
か
。

お
坊
さ
ん
が
勉
強
す
る
「
伝
道
院
」
は
京
都
市
指
定
文
化
財
で
、
浄
土
真
宗
宗
門

校
の
龍
谷
大
学
・
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
国
の
重
要
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
。

他
に
も
周
辺
に
は
京
都
市
水
族
館
や
、
京
都
鉄
道
博
物
館
が
あ
り
、
子
供
も
楽
し

め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

本
願
寺
に
参
拝
し
た
ら
、
周
辺
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
い
て
み
よ
う
。
何
か
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

香 老 舗  薫 玉 堂
京都市下京区堀川通西本願寺前
075-371-0162
9:00 ～ 17:30 第 1・3 日曜日 年末年始定休

亀 屋 陸 奥
京都市下京区西中筋通七条上る菱屋町 153 番地
075-371-1447
8:30 ～ 17:00 毎週水曜定休



京
都
を
歩
い
て
、
の
れ
ん
を
見
よ
う
。

京
都
を
歩
く
と
、
様
々
な
の
れ
ん
が
目
に
入
る
。

の
れ
ん
の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
に
は
現
代
と
同
じ
形
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

（
※
起
源
は
諸
説
あ
り
）

暖
簾
と
い
う
字
の
如
く
、元
々
は
日
光
や
雨
を
遮
る
暖
か
い
簾
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
が
徐
々

に
商
売
道
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
展
し
た
が
、
識
字
率
が
低
い
時
代
は
紋
や
模
様
が
描
か
れ
た
。

さ
ら
に
時
代
と
共
に
デ
ザ
イ
ン
性
と
染
色
技
術
が
高
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
文
字
が
入
っ
た
「
広
告
」

や
「
看
板
」
と
し
て
の
役
割
が
定
着
し
た
。

の
れ
ん
は
日
本
独
自
の
文
化
と
し
て
、
の
れ
ん
が
掛
か
っ
て
い
な
い
と
営
業
し
て
い
な
い
と
い
う
日
本

人
独
特
の
解
釈
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

京
都
を
歩
い
た
時
は
、
の
れ
ん
を
見
て
み
よ
う
。
業
種
に
よ
っ
て
も
色
が
違
う
そ
う
。
現
代
で
は
様
々

な
素
材
や
英
語
の
も
の
も
存
在
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
ら
れ
た
の
れ
ん
か
ら
は
、
刻
ま
れ
た
歴
史
の
匂
い
が
す
る
だ
ろ
う
。



親鸞聖人のお得度と
京都の思い出
法 話　 高 橋 宗 瑛

　
今
年
は
親
鸞
聖
人
が
京
都
日
野
の
里
で
お
誕
生
に
な
っ
て
か
ら
850
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本
山
本
願
寺

で
は
御
誕
生
850
慶
讃
法
要
を
、
宗
祖
の
御
誕
生
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
お
説

き
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
お
こ
こ
ろ
で
お
勤
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
親
鸞
さ
ま
は
養
和
元
年
（
１
１
８
１
年
）
九
歳
の
春
、
叔
父
に
あ
た
る
日
野
範の
り

綱つ
な

に
つ
れ
ら
れ
、
比

叡
山
延
暦
寺
門
跡
寺
院
で
あ
り
ま
す
京
都
粟
田
口
に
あ
り
ま
す
青
蓮
院
で
得と
く

度ど

さ
れ
範は
ん

宴ね
ん

と
い
う
名
を

い
た
だ
い
き
ま
し
た
。
青
蓮
院
得
度
の
師
匠
は
慈
円
和
尚
で
す
。
藤
原
摂
関
家
出
身
で
天
台
宗
の
ト
ッ

プ
を
4
回
も
つ
と
め
た
方
で
す
。

　
得
度
と
は
本
来
の
意
味
は
迷
い
の
世
界
を
超
え
て
悟
り
の
世
界
へ
渡
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
度
と
は

渡
る
と
い
う
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
転
じ
て
、
人
が
出
家
し
て
鬢び
ん

髪ぱ
ん

を
剃
っ
て
僧
侶
と
な
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
古
来
得
度
は
律
令
制
度
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
鎌
倉
時
代
に
は
国
家
管
理
が
ゆ

る
や
か
に
な
り
、
師
匠
の
坊
で
得
度
式
を
執
り
行
い
僧
侶
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
官
に
よ
っ
て
僧

侶
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
な
ら
国
家
公
務
員
と
し
て
の
僧
侶
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
親
鸞
さ
ま
の
得
度
の
動
機
は
何
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
曾
孫
に
あ
た
る
本
願
寺
第
三
世

覚
如
上
人
が
執
筆
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
の
伝
記
で
は
、
多
く
の
人
々
を
導
く
た
め
仏
教
を
広
く
説
き
伝
え

よ
う
と
い
う
お
心
を
起
こ
さ
れ
て
の
こ
と
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
さ
ま
の
御
誕
生
と
お
得
度
が
な
け
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い

生
き
る
こ
と
に
辛
さ
を
抱
え
る
私
た
ち
は
、
誰
で
も
分
け
隔
て
な
く
導
き
救
う
阿
弥
陀
様
の
み
教
え
に

出
会
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
青
蓮
院
に
は
親
鸞
さ
ま
が
お
得
度
を
さ
れ
た

部
屋
と
剃
髪
し
た
髪
の
毛
を
納
め
た
お
堂
（
植
髪
堂
）
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
親
鸞
さ
ま
の
ご
遺
徳
と

往
時
の
こ
と
偲
び
つ
つ
一
度
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
京
都
は
親
鸞
さ
ま
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
様
々
な
歴
史
文
化
の
中
心
的
な
都

市
で
あ
り
ま
す
。
京
都
で
の
思
い
出
は
様
々
に
あ
り
ま
す
が
、
当
時
大
学
受
験
で
訪
れ
た
京
都
で
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
京
都
タ
ワ
ー
で
す
。
大
阪
伊
丹
空
港
か
ら
バ
ス
で
到
着
し
た
京
都
駅
前
で
眼

に
飛
び
込
ん
で
き
た
白
い
ロ
ウ
ソ
ク
の
よ
う
な
姿
は
、
京
都
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
が
案
外
馴
染
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。

　
京
都
に
着
い
た
私
は
早
速
地
上
100
メ
ー
ト
ル
近
く
に
あ
る
展
望
室
に
上
り
ま
し
た
。
す
る
と
東
西
本

願
寺
は
も
と
よ
り
、
古
都
京
都
が
360
度
見
わ
た
せ
る
大
パ
ノ
ラ
マ
の
世
界
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
以
来
、
北
海
道
か
ら
京
都
へ
は
幾
度
と
な
く
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
空
路
大
阪
へ
着
い
て
の
ち
高
速
バ

ス
や
JR
で
京
都
へ
向
か
う
と
き
に
、
羽
柴
秀
吉
が
明
智
光
秀
と
戦
っ
た
天
王
山
を
越
え
た
あ
た
り
よ
り

京
都
方
面
に
視
線
を
向
け
る
と
、
あ
の
白
い
京
都
タ
ワ
ー
が
京
都
の
町
並
み
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
見
え
て

き
ま
す
。
あ
あ
、
京
都
に
や
っ
て
来
た
な
と
心
が
少
し
ざ
わ
め
く
の
で
す
。

　
京
都
タ
ワ
ー
は
今
か
ら
58
年
前
、
京
都
を
照
ら
す
灯
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
灯

台
は
航
行
す
る
船
を
迷
う
こ
と
な
く
目
的
地
に
導
く
の
が
そ
の
働
き
で
す
。
同
じ
よ
う
に
仏
法
も
私
が

抱
え
る
無
明
の
暗
闇
を
照
ら
し
、
真
に
向
か
う
べ
く
道
を
教
え
示
し
て
下
さ
る
も
の
で
す
。
是
非
、
京

都
タ
ワ
ー
は
も
と
よ
り
、
本
願
寺
に
ご
参
拝
い
た
だ
い
て
親
鸞
さ
ま
が
お
説
き
下
さ
っ
た
浄
土
真
宗
の

お
こ
こ
ろ
に
出
会
っ
た
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

高
橋 

宗
瑛　
由
仁
町　
本
覚
寺　
住
職

天台宗 青蓮院門跡
〒 605-0035 京都府京都市東山区粟田口三条坊町 69-1
075-561-2345
拝観時間 9:00~17:00(16:30 受付終了 )
拝観料 大人 600 円 中高生 400 円 小学生 200 円 寺院団体 (10 名以上 )500 円



青 蓮 院
部屋に入った瞬間、ビビットな青い蓮に目を奪われた。国宝の青不動が有
名な青蓮院だが、今はこの現代的な襖絵が SNS で大きな話題を呼んでいる。
趣ある建物に現代アートが不思議とマッチしている。襖絵のある建物を出
て、遠近感が狂うほど大きなクスノキのある庭を抜けると親鸞さまの幼い
像がある。その奥には法話で紹介された親鸞さまゆかりの植髪堂が。数百
年の歴史と現代の融合。いや、現代の私達も歴史の一部であることを感じ
させる。脈々と積み上げられてきた歴史が人の意識をつかんで離さない。



京
都
で
必
ず
！

行
っ
て
お
く
べ
き
ス
ポ
ッ
ト
。

京
都
の
お
す
す
め
を
挙
げ
る
と
キ
リ
が
な
い
。
王
道
な
お
店
か
ら
、
穴
場
、
隠
れ

名
所
、
果
て
は
誰
も
知
ら
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で
。
今
回
は
実
際
に
訪
れ
た
お
店

を
中
心
に
、
改
め
て
感
動
し
た
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。
も
う
一
度
行
き
た
い
。
何

度
で
も
行
き
た
い
。
そ
う
思
わ
せ
て
く
れ
る
京
都
が
そ
こ
に
あ
る
。

INODA COFFEE
イノダコーヒ本店
京都市中京区道祐町 140
年中無休
7:00 ～ 18:00(L.O17:30)

KAIKADO
開化堂
京都市下京区梅湊町 84-1
日曜定休
9:00 ～ 18:00

KYOUCHIWA AIBA
京うちわ 阿以波
京都市中京区柳馬場通六角下る井筒
屋町 422 日曜日・祝日定休（4 月～
7 月は 18:00 まで無休営業）
9：00 ～ 18：00

LOFTMAN COOP KYOTO
ロフトマン コープ 京都
京都市中京区円福寺前町 280
平日 12:00 ～ 20:00
土日 11:00 ～ 20:00

ABURIMOCHI ICHIWA
あぶり餅一和 ( 一文字屋和輔 )

京都府京都市北区紫野今宮町 69
水曜定休
9：00 ～ 18：00

京都の朝はイノダコーヒの香りから
というフレーズがあるほど、京都の
朝といえばここ ! ネルドリップコー
ヒ ー と レ ト ロ な 空 間 を 楽 し む 喫 茶
店。早朝から行列が絶えないが、正
装したスタッフに迎えられ、朝から
特別な時間を堪能できると考えると
並ぶ価値あり。朝限定の「京の朝食」
は、ハムとスクランブルエッグ、サ
ラダが盛り付けられたプレートに、
サクサクのクロワッサンとブレンド
コーヒーが付く。朝はあまり食べら
れないという方にはサンドイッチが
オススメ ! 市内中心部にあるのに緑
を眺めながら静かに過ごせるテラス
席も備えている。

明治 8(1875) 年創業の日本で一番古
い歴史を持つ手作り茶筒の老舗メー
カー。茶筒は錻力 ( ブリキ )、真鍮、
銅 の 3 つ の 素 材 で ラ イ ン ナ ッ プ さ
れ、毎日使用し手のひらで撫でると、
色合いが変化し独特の光沢やツヤが
出てくる。経年変化を楽しむと共に、
使う人の歴史が刻まれるようだ。驚
いたのは蓋を茶筒の口に乗せるだけ
ですーっと閉まる精密さ。まさに職
人技で、用と美を兼ね備えた逸品で
間違いない。自分用にはもちろん、
贈答品としても最高だろう。下の写
真は現代の用途に合わせた錻力の珈
琲缶。見た目は茶筒と同じだが、真
鍮性のスプーンが付く。

元 禄 2(1689) 年 創 業、 京 う ち わ の
阿以波。うちわ面と柄の部分を別に
作り、後から柄を差し込む ” 差し柄 ”
という構造が特徴。うちわの骨とな
る竹の加工から紙の張り合わせ、仕
上げまで全て手作業だ。紙や柄の材
料は国産にこだわっている。切り絵
細工を施した ” 両透かし ” や、実用
的なものまで様々に揃っているが、
今回購入したのは ” 木版うちわ ”。
江戸時代から残る木版を使い、伝統
的な版画の技法で仕上げている。稲
妻の現代的でポップなデザインが、
100 年以上前の図柄だと知ってビッ
クリ。お土産や贈り物にハンドメイ
ドのうちわだなんて乙だよね。

京 都 4 店 舗、 大 阪 3 店 舗、 東 京 に
1 店舗を構え、関西エリアで絶大な
支持を誇る老舗セレクトショップ。

「高機能デイリーウェアを日常に」
をコンセプトとし、Patagonia など
の ア ウ ト ド ア ブ ラ ン ド を 中 心 に 取
り扱う 1 階。2 階には COMME des 
GARCONS な ど、 服 好 き を 唸 ら せ
るデザイナーズブランドを核に、レ
ザーシューズなど上質で遊び心の効
いたスタイルを提案する 2 階。寺町
商店街の中にあるので、緊張せずに
入れる開かれた洋服屋さんの印象。
様々な年齢層の方や観光客にも親し
まれている。こちらは正教寺 ( 美唄
市 ) 副住職の元職場なんだって。

今 宮 神 社 の 旧 参 道 に 店 を 構 え、 知
る 人 ぞ 知 る あ ぶ り 餅 の お 店。 創 業
1000 年以上の老舗で、なんと平安
時代から現存し、飲食店としては日
本最古を誇る。京都らしい雰囲気を
満喫できるので、京都に来たという
気分を盛り上げてくれる。提供され
る商品はあぶり餅ただひとつ。餅の
焼 け た 香 ば し さ と 白 味 噌 の 甘 み が
マッチして美味しい。一和の店舗に
向かい合うように、あぶり餅のお店

「かざりや」がある。こちらは江戸
時代創業で、見た目こそ似ているが
味が微妙に違うので、食べ比べをオ
ススメする。どちらもおかわりした
くなるほどペロッと食べれちゃう。
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SIDE B
サイドビー
京都市中京区下樵木町 191-7
営業時間 20:00 ～翌 5:00

KYOCERA MUSEUM
京都市京セラ美術館
京都市左京区岡崎円勝寺町 124
月曜日 * 祝・休日の場合は開館／
年末年始（12 月 28 日～ 1 月 2 日）
10:00 ～ 18:00

YASSAN
祇園肉割烹 安参
京都市東山区祇園町北側 347
日曜・祝日定休
予約は座敷席のみ 3 人から
18:00 ～ 22:30

ACE HOTEL KYOTO
エースホテル京都
京都市中京区車屋町 245-2
075-229-9000
h t t p s : / / j p . a c e h o t e l . c o m /
kyoto/

KENNINJI
大本山 建仁寺
京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 通 四 条 下 る
小 松 町 584 10:00 ～ 14:30 受 付
終 了（17:00 閉 門 ） 一 般 600 円 
中 高 生 300 円 小 学 生 200 円 ※
小学生未満のお子様は無料

木屋町通から大豊ラーメンの路地に
入り、「Side B」の文字のネオンサ
インが目印だ。インターホンを押し
て入店させてもらうバーだが、誰で
も入れるのでご安心を。薄暗い店内
は最高にかっこいいし、この雰囲気
で飲むお酒は尚美味い。お酒が苦手
な 方 は ノ ン ア ル コ ー ル カ ク テ ル も
作ってくれる。何も宣伝や発信をし
て い な い お 店 な の に、SNS の 口 コ
ミで海外のお客さんが増えたと話し
ていた。以前マスターが経営してい
たイタリア料理店で、誓報寺 ( 長沼
町 ) 住職が学生時代にバイトをして
おり、今でも京都に来た際は会いに
行く長年の付き合いなんだそう。

国内外のアートを紹介してきた「京
都市美術館」。鉄筋コンクリートの
近代建築に、お寺のような屋根をの
せた特徴的な外観で、現存する公立
美術館としては最も古い建物だ。老
朽化のため、3 年前に現在の名前で
リニューアルオープン。以前の姿を
残しつつ、新たな様相を引き出すと
い う コ ン セ プ ト の も と、 現 代 的 な
アート空間に生まれ変わった。伝統
と革新が交わり進化する、まさに「京
都」を体現するような美術館。その
存在感は、建築そのものもアートだ
と気がつく。ミュージアムショップ
やカフェも新たに設けられ、お土産
探しも楽しむことができるだろう。

意外と知られていないが京都は牛肉
文化の街だ。すき焼きやしゃぶしゃ
ぶの老舗も多い京都において、独自
のスタイルを貫き続けるのが祇園に
ある「安参」。安参にはメニューが
無い。席に座ってお酒を頼んだ後は、
刺身や焼き物など料理が次々に出て
くる。肉の部位から食べ方、食べる
順番まで丁寧に説明してくれる接客
は素晴らしいの一言。大量のネギと
からしを絡めて食べるお肉はこんな
に美味しいのかと、編集部はただた
だ感嘆した。最後は名物のテール煮
込みで、お腹も心も幸福感で満たさ
れる。京都の食事に迷ったら、少し
背伸びしてみてはどうだろうか。
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800 年以上の歴史がある京都最古の禅寺であ
る建仁寺。祇園という京都一の花街の中にあ
りながら、境内は別空間のように落ち着いた
雰囲気だ。国宝の風神雷神図屏風が有名だが、
重要文化財である海北友松が描いた雲龍図も
見逃せない。不思議な名前の○△□乃庭は、
禅宗の四大思想を象徴したものと言われる。
庭の前で腰を下ろすと、ふっと目を閉じ自然
を感じたくなる。一休みにもおすすめ。

アジア初となるエースホテルは、リニューア
ルしたばかりの商業施設「新風館」内にオー
プン。和と洋のカルチャーとデザインが融合
し、他に類を見ないオリジナリティあふれる
空間だ。とにかくめちゃくちゃかっこいい !
誰でも出入り可能なロビーは、多種多様な人
種がそれぞれの時間を過ごしている光景はま
さに「今」の京都なのだろう。大音量の音楽
と至る所にアート作品が並んでおり、新たな
京都の名所だ。同ホテル内のスタンプタウン・
コーヒー・ロースターズは初の海外出店。
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